
平成１８年４月２７日

東京湾再生推進会議事務局

第２回東京湾再生セミナー

『東京湾の今を知る！(２)』
の開催について

東京湾再生推進会議では、１８年度に予定している「東京湾再生のための行動計

画」中間評価に向け、第２回東京湾再生セミナー『東京湾の今を知る！(２)』を別

紙のとおり開催しますので、お知らせいたします。

２回目となる今回は、より生物的な視点からの東京湾をテーマとして、東京湾の

生物について研究されている研究者の方や豊かな東京湾を取り戻すための取り組み

をされている方々にご講演頂きます。

身近にある東京湾の現状を学んで、美しく豊かな東京湾について一緒に考えてみ

ませんか。皆様のご参加を心よりお待ちしております。

＜インターネットアドレス＞

http://www.kaiho.mlit.go.jp/info/saisei/seminar2.html

東京湾再生推進会議事務局

海上保安庁海洋環境保全推進室（問合せ先）

藤井 03-3591-6361(内線3902)

03-3591-9819(直通)

国土交通省都市・地域整備局下水道部流域管理官

田隝 03-5253-8111(内線34312)
たじ ま

03-5253-8432(直通)

国土交通省港湾局環境整備計画室

辻 03-5253-8111(内線46685)

03-5253-8684(直通)



別 紙

第２回東京湾再生セミナー

『東京湾の今を知る！(２)』

日 時： 平成１８年５月１５日（月）１３：３０～１７：３０

場 所： 海上保安庁海洋情報部庁舎

７階大会議室

東京都中央区築地５－３－１

（右図参照）

内 容：

１．あいさつ

東京湾再生推進会議幹事長

海上保安庁総務部参事官 山本芳治

２．講演予定

①東京湾生物研究史

東邦大学理学部生命圏環境科学科教授 風呂田利夫

②最近の東京都内湾における水環境の現状

日本水環境学会関東支部幹事 風間真理

③泥の中の目立たない生き物の神秘と外来種の驚異

横浜国立大学教育人間科学部助教授 西 栄二郎

④市民との協働によるアマモ場再生

神奈川県水産技術センター主任研究員 工藤孝浩

３．全体質疑

参 加 費： 無料

定 員： ５０名（定員になり次第、締め切らせて頂きます ）。

申込〆切： 平成１８年５月１１日（木）

申込方法： 氏名、職業、連絡先（電話番号、FAX、メールアドレス）を

ご記入の上、メール又はFAXでお申し込み下さい。

申込先・問合せ先：

東京湾再生推進会議事務局（海上保安庁）

海上保安庁海洋環境保全推進室 藤井・佐藤

TEL：03-3591-6361（内線3940） FAX：03-3591-5085

E-mail：brp@jodc.go.jp



参 考

東京湾再生推進会議について

平成１３年１２月４日に内閣の都市再生本部において決定された都市再生プロジ

ェクト「海の再生 （下記参照）を東京湾において推進するための協議機関で、平」

成１４年２月５日に首都圏再生会議の下に設置されました。

推進会議の座長は海上保安庁次長が務め、構成メンバーは、八都県市（埼玉県、

千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、川崎市、千葉市、さいたま市 、関係省庁※）

（国土交通省、海上保安庁、農林水産省、林野庁、水産庁、環境省）及び内閣官房

都市再生本部事務局です。事務局は、国土交通省と海上保安庁が共同で行っていま

※さいたま市は、平成１６年２月２３日加入す。

推進会議の下には、幹事会と３つの分科会（陸域対策分科会、海域対策分科会及

びモニタリング分科会）が設置されています。

平成１５年３月に １０年間で実施すべき東京湾の水環境改善のための施策を 東、 「

京湾再生のための行動計画」として取りまとめ、現在、各機関において同行動計画

に基づく取り組みを実施しています。また、同行動計画の策定後は、進捗状況を確

認するため、毎年度フォローアップを行うとともに、３年目と６年目の終了時（平

成１８年度、平成２１年度）には総合的に進捗状況を評価する中間評価を行うこと

としています。

都市再生本部第３次決定（抜粋）

Ⅲ 大都市圏における都市環境インフラの再生

３．水環境系の再生

地表の被覆等の都市化に起因してその健全性が大きく損なわれている

都市の水循環系について、河川や海の再生、市街地の雨水貯留・浸透機

、 。能の回復等 各領域の施策を総合的に推進することによりその再生を図る

(2)海の再生

水質汚濁が慢性化している大都市圏の「海」の再生を図る。先行的に

東京湾奥部について、地方公共団体を含む関係者が連携してその水質を

改善するための行動計画を策定する。


